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1. 期間
FS ：2015年10月～2016年11月（完了）
実証事業 ：2017年1月～2020年3月（2021.3）

2. 最終目標

3.成果・進捗概要

No. 検証項目 目標

１ バイオマス原料調達 廃木材品種量推定及び対策

２ エネルギー変換技術 破砕設備/燃焼設備能力検証

３ エネルギー利用 燃料チップ品質・蒸気需給バランス検証

４ システム全体 地域合意形成向けの課題認識／経済性検証

No. 現在の状況

１ 岡山県内の廃木材調達量検証

２ 破砕設備及び燃焼設備稼働･設備能力検証

３ 燃料チップ品質検証･エネルギー利用検証

４ 事業化の課題抽出

０．事業概要
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０．事業概要

年度 2015 2016 2017 2018 2019 (2020)

実証試験
2016～2020 燃焼設備実証Phase2

・燃焼設備の性能検証
・蒸気特性検証

・地域課題検証
・事業採算性検証

システム全体検証

● 実証試験は2段階に分けて実施
・2017年度：Phase1（破砕設備導入）
・2018年度：Phase2（燃焼設備導入）

設備設計・設置

破砕設備実証Phase1

事業性評価

破砕装置

分級・選別装置

・破砕設備の性能検証
・燃料チップ特性検証

燃焼炉

ボイラ

図1 プロジェクト概略工程
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平成27年度岡山県産業廃棄物実態調査報告書（平成28年2月）
及び岡山県産業廃棄物実態調査結果（平成29年度実績）より引用

図２ 岡山県の廃木材発生量推移（2010-2017）

１．原材料の性状



● 廃木材の調達量結果
・2018年度は災害廃棄物 0.4万t/年受入
・コンビナート内の廃木材 約１千t/年利用

図3 弊社事業所廃木材調達実績推移
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図４ 受入物の内訳（2013-2017）

１．原材料の性状
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１．原材料の性状

建設廃材 廃パレット
剪定枝・建設
廃材混合※2

工業分析

（%-dry）
揮発分 68.7 83.2 80.3

固定炭素 13.2 14.5 15.9

灰分 18.1 2.3 3.8

元素分析

（%-dry）
C 44.8 50.3 49.7

H 5.11 5.91 5.86

O 31.15 41.36 40.10

N 0.78 0.13 0.52

T-Cl 0.44 0.02 0.09

T-S 0.06 ＜0.01 0.04

参考）※3水分（％-wet） 7.4 9.2 8.5

表１ 原材料※1性状例

※1破砕処理後採取
※2剪定枝と建設廃材を体積比1：1で混合
※3破砕機通過後のサンプル採取に付き、微細粒の乾燥が予想される。
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２．実証事業の説明 施設概要

図５ 設備全体フロー図



10/23

２．実証事業の説明 施設概要

ＪＦＥ環境サービス(株)

原料（木質系廃棄物）

ヤード

一廃

保管ヤード

炭化施設

（炭化炉）

燃料チップヤード

破砕施設

分別分級施設

燃焼施設
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炭化炉

排ガス二次燃焼炉

廃熱ボイラ

ガス冷却塔

バグフィルター

選別機（風力･トロンメル）棟

写真１ 既設（NEDO事業開始前）炭化設備外観

２．実証事業の説明 施設概要



蒸気供給実証モデル現状の炭化事業 採算性向上

２．実証事業の説明 蒸気供給事業の効果

○CO2削減；廃木材1.2万t ⇒（A重油0.58kl相当）1.6万t-CO2/年 削減

（倉敷市の森林による温室効果ガス吸収量は約1.4万t-CO2/年）

1,300ｔ／年

20,000t/年

6,000t/年
8,300
→6,500t/年

20,000
→17,000t/年

860
→680t/年

上記供給事業拡大
20,000t/年→37,000t/年
木質系廃棄物利用量増大
8,300t/年→12,500t/年

NEDO実証事業

図7 蒸気供給事業の効果 12/23
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３．実証試験 ①破砕・分級設備

破砕ロータ

スクリーン排出コンベヤ

投入材

破砕物

運転状況

・負荷に応じて回転数制御
・自動負荷制御による正逆運転

・破砕物がスクリーン上に滞留、
再循環し、所定の寸法まで破砕

【破砕機】

図8 破砕機模式図



【分級機】
ディスクの回転数を調整することで

粗粒・細粒の割合設定が可能

３．実証試験 ①破砕・分級設備

破砕品 粗粒

・ディスクの回転が遅いと、比較的大きな粒子も落下して細粒量が増加。
・ディスクの回転が速いと、落下する粒子が減り、粗粒量が増加。

この隙間から粒子が落下

ディスク

細粒

図9 分級機模式図

ディスク

14/23



３．実証試験 ①破砕・分級設備

建設廃材

粗粒 中粒 細粒

廃パレット

廃木材ヤード

写真２ 破砕･分級品サンプル
15/23
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燃
焼
炉

形式 ストーカ式１次燃焼室＋煙道式二次燃焼室

対象
バイオマス

建設廃材チップ、廃パレットチップ他

燃焼能力 800 kg/h（常用）

ボ
イ
ラ

形 式 横煙管式廃熱ボイラ（蒸気式スートブロー付き）
フィンチューブ式エコノマイザー付き

蒸気圧力 常用 1.7 MPaG(最高使用 1.96 MPaG)

蒸気温度 207 ℃（常用時飽和温度）

蒸 気 量 5.1 t/h（定格：設計値）

表２ 燃焼設備概略仕様

３．実証試験 ②燃焼設備



消石灰噴霧装置

３．実証試験 ②燃焼設備

燃料チップ等

燃焼炉冷却水

ボイラ給水

蒸気 排ガス

主灰
（燃え殻）

飛灰
（ばいじん）

燃焼用空気

燃焼用空気

助燃油
（灯油）

：排ガスの流れ

排ガスの降温

除塵

加湿
（水分調整）

緊急排出塔

サイクロン

除塵

誘引ファン

薬液注入装置

燃料遮断弁
(二重ダンパ)

助燃バーナ

着火
バーナ

二次燃焼ファン

一次燃焼ファン

灯油タンク

軟水装置

廃熱ボイラ

排
水

給水

煤塵コンテナ

混練機
煙突

炉圧コントロール
ダンパ

主灰排出
コンベア

主灰コンテナ

循環タンク

燃料投入
ホッパ

燃料搬送コンベア

：排ガス温度計

バグ
フィルタ

（産廃処理）
（産廃処理）

給水タンク

TE

TE

TE

TE

スートブロー
(灰除去）

エコノマイザ
(ボイラ効率向上)

二次燃焼室
TETE

排ガス測定器
HCl

排ガス測定器
SOx,NOx,CO,O2

TE

図１0 燃焼設備フロー図

燃焼炉
(一次燃焼室)

蒸気供給
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３．実証試験 ②燃焼設備（燃焼炉）

燃焼炉外観

燃焼炉内部

写真３ 燃焼炉

投入口

火格子

18/23



３．実証試験 ②燃焼設備（ボイラ）

ボイラ外観
(エコノマイザー側)

ボイラ外観
(手前：燃焼ガス入り側)

ボイラ内部
(燃焼ガス入り側)

写真４ ボイラ

スートブロー装置
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３．実証試験 ②燃焼設備

分析項目 単位 分析値

発熱量
高位

kJ/kg-dry
19,860

低位 18,360

工業分析

水分 ％-wet 21.5

灰分

％-dry

0.71

揮発分 89.80

固定炭素 9.49

元素分析

Ｃ

％-dry

47.85

Ｈ 6.62

Ｏ 44.58

Ｎ 0.14

燃焼性-Ｓ ＜0.05

燃焼性-Ｃｌ ＜0.05

表３ 性能試験使用燃料チップ性状（実施時採取）

原材料 主に廃パレット破砕品（中粒）



３．実証試験 ②燃焼設備（性能試験）

項目 条件又は結果

運転時間（連続） 52.2h

燃料総投入量 34.5t

単位時間当りの燃料投入量 0.66t/h

蒸気総発生量 126.1t

単位時間当りの蒸気発生量 2.42t/h

原単位 3.66t-steam/t-fuel

表４ 性能試験の概要
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４．成果と課題

【バイオマス原料調達】 当初見込み：増加傾向→最近の実績：増加持続

災害廃棄物処理後を念頭に調達を検討

→地域課題への対応力向上

【エネルギー変換技術】 破砕・分級能力確認→燃料チップ需給環境把握

－新規設備性能－ 燃料多様化対応

・火炉負荷適正化

→燃焼域及び火格子速度の最適化

・原料性状変化への対応（例えば、水分調整）

→各種原料の燃焼データ蓄積（燃焼条件最適化）

【エネルギー利用】 原単位 当初:2.4t-team/t-fuel→実績:3.6t-team/t-fuel

負荷変動の吸収

→各種原料の燃料チップへの操業安定性確保

【システム全体の検証】 →経済性（原油価格の影響）検証と効率的運用確保

→温暖化ガス削減効果
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５．今後の予定

年度 ～2017 2018 2019 (2020)※

実証試験
2016～(2020)

Phase1 破砕設備実証

燃料チップ品質確認 燃料チップ需給状態検証

部品類耐久性及び保守手順検証

Phase2 燃焼設備実証

蒸気需給バランス検証

設備耐久性及び保守手順検証

システム全体検証

地域課題（環境保全、リサイクル、低炭
素社会、災害廃棄物、多種燃料）検証

事業採算性
（効率的運用方法）検証

図11 本プロジェクトの概略工程

※多種燃料対応等操業データ蓄積継続提案想定
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